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（単位：千円）

正味財産の部合計

財務諸表に関する特徴的事項等

○行政費用については、給与関係費等を除き、青少年健全育成のための活動を行う団体への補助である補助費等
が占めている。

資産の部合計 0 0 0 負債及び正味財産の部合計 0 0 0
その他の固定資産 0 0 0 ▲ 9,761 ▲ 11,253 ▲ 1,492

▲ 9,761 ▲ 11,253 ▲ 1,492建設仮勘定 0 0 0 正味財産
1,492無形固定資産 0 0 0 負債の部合計 9,761 11,253

工作物等減価償却累計額 0 0 0 その他の固定負債 0 0 0
8,804 10,195 1,391工作物等 0 0 0 退職給与引当金

0建物減価償却累計額 0 0 0 特別区債 0 0
建物 0 0 0 固定負債 8,804 10,195
土地 0 0 0 その他の流動負債 0 0

賞与引当金 957 1,058 101
0

1,391固
定
資
産

有形固定資産 0 0 0
0その他の流動資産 0 0 0 特別区債 0 0

不納欠損引当金 0 0 0 還付未済金 0 0 0

流
動
資
産

収入未済 0 0 0 流動負債 957 1,058 101
6年度 差額

貸
借
対
照
表

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度
特別収支差額(f)-(g)=(h) 0 0 0 当期収支差額(e)+(h) ▲ 35,367 ▲ 37,709 ▲ 2,342

0 0 0特別費用(g) 0 0 0 特別収入(f)
▲ 2,342行政費用合計(b) 36,119 38,321 2,202 通常収支差額(c)+(d)=(e) ▲ 35,367 ▲ 37,709

その他行政費用 0 0 0 金融収支差額(d) 0 0 0
▲ 35,367 ▲ 37,709 ▲ 2,342賞与・退職給与引当金繰入額 2,562 3,799 1,237 行政収支差額(a)-(b)=(c)

▲ 140不納欠損・貸倒引当金繰入額 0 0 0 行政収入合計(a) 752
減価償却費 0 0 0 その他 0
補助費等 11,928 11,714 ▲ 214 使用料及び手数料 0 0
扶助費 0 0 0 分担金及び負担金 0 0 0
維持補修費 0 0 0 都支出金 752 612 ▲ 140
物件費 655 707 52 国庫支出金 0 0 0行

政
収
入

地方税等 0 0 0

0
0 0

612

行
政
費
用

給与関係費 20,974 22,101 1,127
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

勘定科目 5年度 6年度 差額 勘定科目 5年度 6年度 差額

こどもまつり参加者数 11,890 12,955 12,687 13,000 15,000 各地区のこどもまつりの参加者数

7,800
各地区の社会を明るくする運動の参加
者数

社会を明るくする運動参加者数 5,604 6,294 7,562 7,600

4年度 5年度 6年度
7年度
見込み

目標値
(8年度)

施策の成果とする指標名
指標の推移

指標に関する説明

地域に頼れる人がいる実感度 2.55 2.57 2.58 お住まいの地域に頼れる人がいると感じますか？

指
　
　
　
　
標

幸福実感指標名
指標の推移

指標に関する質問文
4年度 5年度 6年度

政策 10 活力ある地域コミュニティの形成

　青少年健全育成団体を支援し、青少年の見守りや育成活動の継続を図る。
　青少年の社会参加を促進し、青少年福祉の阻害行為を防止し、青少年の健全育成を図る。
　荒川区の特色を活かした活動により、次代を担う子どもたちの健やかで豊かな成長を図る。

関連部課名 総務企画部総務企画課、区民生活部区民課

行政評価
事業体系

分野 Ⅴ 文化創造都市

課長名 村上 内線 3830

施策分析シート（令和7年度）

施策名 青少年健全育成運動への支援 施策No 10-05
部課名 子ども家庭部児童青少年課
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No2

推進 推進
　多用化する社会環境や課題に対応するには区のみならず地域全体で
の取組みと支援が必要であるため、推進していく。

今
後
の
方
向
性

○「荒川区青少年健全育成基本方針」に基づき、各青少年育成地区委員会、町会、関係機関等と連
携を取り、荒川区の特色を活かした青少年健全育成活動を実施していく。
○地域が主体となって展開している活動は、地域コミュニティを活性化する上で大変重要であり、
今後とも活動が発展していくよう、効果的な支援に努める。

施策の分類
分類についての説明・意見等

7年度 8年度

現
状

〇青少年問題協議会（区長、区議会議員、学識経験者、関係行政機関で構成）では、社会情勢の変
化などを踏まえ、青少年健全育成基本方針を定め、各地区活動で活用している。
○青少年育成地区委員会、青少年育成地区委員会連絡協議会、「社会を明るくする運動」推進委員
会、「あらかわの心」推進運動区民委員会等の団体は、町会、学校、警察、民間企業等の関係機関
と連携を図りながら、地域に根付いた活動を行っており、参加者も多く、青少年健全育成活動の枠
をこえて、環境美化活動や地域見守り活動等の多面的な展開をみせている。
○特に、「あらかわの心」推進運動については、「あいさつ」「きまり」「思いやり」「体験」
「見守り」の5つの取組を区民が主体となって推進しており、あいさつの励行や相手への思いやり
といった社会規範や倫理感を醸成させるための運動として、有意義な試みである。
〇コロナ禍による活動の制限もあったが、令和4年度には感染対策を徹底した上で、「社明パレー
ド」「子どもまつり」などのイベントや「社明感謝状贈呈式」など多くの事業を再開し、5年度か
らは本格的に活動が再開できている。

課
題

○ニートやひきこもりなど若者の自立をめぐる問題の深刻化や、児童虐待、いじめ、少年による重
大事件、インターネットに起因する犯罪など、近年の青少年問題は複雑化、多様化してきている。
○より円滑な事業執行を図るため、関係機関とより一層連携を強めていく必要がある。
○地域の方々が主体となっている団体では、担い手の高齢化が進む等、新たな担い手の確保が困難
といった課題がある。
○活動を展開する場や新たな活動の場の確保に苦慮し、既存の活動以外の展開や広がりには、活動
場所の提供などの行政側の支援の必要性を感じている。また、活動場所となりうる公共施設の活用
の検討も進める必要がある。

施策の現状・課題・今後の方向性
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合　計 36,119 202,673 12,714 12,427

継続 継続
　荒川区において「社会を明
るくする運動」を実施してい
くため、継続する。

「社会を明るくする運動」
推進事業

10-02-13 5,943 43,862 1,619 1,684

　青少年の健全育成を進める
地域活動の要の組織体であ
り、今後も推進する。

「あらかわの心」推進運動
区民委員会への補助

10-02-12 6,393 68,320 1,636 1,603 推進 推進

　推進運動の普及・啓発によ
り、あらかわの心を区民へ浸
透させるため、活動を支援し
ていく必要がある。

継続

　施策・方針に反映するた
め、複雑化、多様化する青少
年問題に即したテーマを取り
上げ、引き続き意見交換を
行っていく。

青少年育成地区委員会連絡
協議会補助（自然まるかじ
り体験塾等）

10-02-10 16,028 80,487 7,812 7,634 推進 推進

継続 継続

　犯罪の予防や青少年の健全
育成、区の安全安心の向上の
ため、引き続き保護司会に対
する支援を行っていく。

青少年問題協議会運営費 10-02-08 1,877 3,841 147 6 継続

保護司会支援事業 01-01-09 5,878 6,163 1,500 1,500

分類についての説明・意見等

5年度 6年度 5年度 6年度 7年度 8年度

施策を構成する事務事業の分類

事務事業名
事務事業

No

行政費用（千円） 決算額（千円）
施策推進のた

めの分類
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